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欧文報告掲載論文抄録

Reports of Research Institute for Applied Mechanics 
Vol. XXXII No. 99 February 1985 

直列二円柱の後流の構造の可視化実験

呼和赦徳

辰野正和

種子田定俊

一様流の111で流れ方月に直列に並べた 2円柱の背後の後流の構造を熱線流速叶及び可視化技術を利用

して実験的に調べている． レイノルズ数の範罪は 102~103てある． 等しい直径の2円柱の中心軸間の

距離は， 1.5<sfd<l0の間で変えられている． ここて， S は中心軸閥の屁離であり， dは円柱の直径て

ある．下流側の円柱は，静止，又は，流れと直角方向に種々の振動数で強制的に振励させる． この場合，

振幅は O.ld又は， 0.3dである．

2円柱とも静止の場合，下流側円柱の後方で計測された渦放出振動数は， 2円柱闇閥のある特定の値

のところで，不連続的に変化する． この2円柱間隔の臨界値はレイノルズ数によって児なる．又， 2円

柱間隔の値に応じて，種々の詞列模様が現れる．

下流側円柱を，静止2圧柱の渦放出振動数の近くの値で正眩的に振動させた場合，禍放出は円柱の振

動に同関する．この同調領域の両端ては，渦列は，引き仲ばされたり，縮められたりして，複雑な模様

を呈する．
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欧文報告掲載論文抄録

Reports of Research Institute for Applied Mechanics 
Vol. XXXIII No. 100 September 1985 

回転流体中の自由孤立渦の挙動（室内実験）

竹松正樹

北 統央

回転流体 ((3-面）の表面の局所冷却により自由孤立禍を生成し，その挙動を可視化法を用いて調べた．

これは，この主題に闊する最初の室内実験と思われる．観察された渦の挙動は，過去の多くの数値実験

結果と一致しなかった． “非線型的な反時計廻りの禍はロスビー波後流渦を伴って北西に進む”という

これまでの常識は， ここで生成された最も身近かな渦についてはあてはまらないようである．
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